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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月22日(2013.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号を符号化する方法であって、
　変換されたオーディオ信号を受信するステップと、
　前記変換されたオーディオ信号を複数個のサブ帯域に分けるステップと、
　前記サブ帯域に対して第１の正弦波コーディング（Ｓｉｎｕｓｏｉｄａｌ　Ｃｏｄｉｎ
ｇ）を行うステップと、
　前記第１の正弦波コーディングのコーディング情報に基づいて、前記サブ帯域のうち、
第２の正弦波コーディングのためのトラック（ｔｒａｃｋｓ）を決定するステップと、
　前記トラックに対する前記第２の正弦波コーディングを行うステップと、
を含み、
　前記トラックの開始地点（ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）は、前記コーディ
ング情報に基づいて決定されることを特徴とする符号化方法。
【請求項２】
　前記コーディング情報は、
　前記第１の正弦波コーディングに割り当てられたビット数情報または前記第１の正弦波
コーディングに割り当てられたパルス個数情報を含むことを特徴とする請求項１に記載の
符号化方法。
【請求項３】
　前記トラックの開始地点は、
　前記コーディング情報が特定値より小さい場合、前記複数個のサブ帯域の下位帯域に位
置し、
　前記コーディング情報が特定値より大きかったり同じ場合、前記複数個のサブ帯域の上
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位帯域に位置することを特徴とする請求項１に記載の符号化方法。
【請求項４】
　オーディオ信号を符号化する装置であって、
　変換されたオーディオ信号を受信する入力部と、
　前記変換されたオーディオ信号を複数個のサブ帯域に分ける演算部と、
　前記サブ帯域に対して第１の正弦波コーディング（Ｓｉｎｕｓｏｉｄａｌ　Ｃｏｄｉｎ
ｇ）を行う第１の正弦波コーディング部と、
　前記第１の正弦波コーディングのコーディング情報に基づいて、前記サブ帯域のうち、
第２の正弦波コーディングのためのトラック（ｔｒａｃｋｓ）を決定し、前記トラックに
対する前記第２の正弦波コーディングを行う第２の正弦波コーディング部と、
を備え、
　前記トラックの開始地点（ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）は、前記コーディ
ング情報に基づいて決定されることを特徴とする符号化装置。
【請求項５】
　前記コーディング情報は、
　前記第１の正弦波コーディングに割り当てられたビット数情報または前記第１の正弦波
コーディングに割り当てられたパルス個数情報を含むことを特徴とする請求項４に記載の
符号化装置。
【請求項６】
　前記トラックの開始地点は、
　前記コーディング情報が特定値より小さい場合、前記複数個のサブ帯域の下位帯域に位
置し、
　前記コーディング情報が特定値より大きかったり同じ場合、前記複数個のサブ帯域の上
位帯域に位置することを特徴とする請求項４に記載の符号化装置。
【請求項７】
　オーディオ信号を復号化する方法であって、
　変換されたオーディオ信号を受信するステップと、
　前記変換されたオーディオ信号を複数個のサブ帯域に分けるステップと、
　前記サブ帯域に対して第１の正弦波デコーディング（ＳｉｎｕｓｏｉｄａｌＤｅｃｏｄ
ｉｎｇ）を行うステップと、
　前記第１の正弦波デコーディングのデコーディング情報に基づいて、前記サブ帯域のう
ち、第２の正弦波デコーディングのためのトラック（ｔｒａｃｋｓ）を決定するステップ
と、
　前記トラックに対する前記第２の正弦波デコーティングを行うステップと、
を含み、
　前記トラックの開始地点（ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）は、前記デコーデ
ィング情報に基づいて決定されることを特徴とする復号化方法。
【請求項８】
　前記デコーディング情報は、
　前記第１の正弦波デコーティングに割り当てられたビット数情報または前記第１の正弦
波デコーディングに割り当てられたパルス個数情報を含むことを特徴とする請求項７に記
載の復号化方法。
【請求項９】
　前記トラックの開始地点は、
　前記デコーディング情報が特定値より小さい場合、前記複数個のサブ帯域の下位帯域に
位置し、
　前記デコーディング情報が特定値より大きかったり同じ場合、前記複数個のサブ帯域の
上位帯域に位置することを特徴とする請求項７に記載の復号化方法。
【請求項１０】
　オーディオ信号を復号化する装置であって、
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　変換されたオーディオ信号を受信する入力部と、
　前記変換されたオーディオ信号を複数個のサブ帯域に分ける演算部と、
　前記サブ帯域に対して第１の正弦波デコーディング（ＳｉｎｕｓｏｉｄａｌＤｅｃｏｄ
ｉｎｇ）を行う第１の正弦波デコーディング部と、
　前記第１の正弦波デコーディングのデコーディング情報に基づいて、前記サブ帯域のう
ち、第２の正弦波デコーディングのためのトラック（ｔｒａｃｋｓ）を決定し、前記トラ
ックに対する前記第２の正弦波デコーディングを行う第２の正弦波デコーディング部と、
を備え、
　前記トラックの開始地点（ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｐｏｓｉｔｉｏｎｓ）は、前記デコーデ
ィング情報に基づいて決定される ことを特徴とする復号化装置。
【請求項１１】
　前記デコーディング情報は、
　前記第１の正弦波デコーディングに割り当てられたビット数情報または前記第１の正弦
波デコーディングに割り当てられたパルス個数情報を含むことを特徴とする請求項１０に
記載の復号化装置。
【請求項１２】
　前記トラックの開始地点は、
　前記デコーディング情報が特定値より小さい場合、前記複数個のサブ帯域の下位帯域に
位置し、
　前記デコーディング情報が特定値より大きかったり同じ場合、前記複数個のサブ帯域の
上位帯域に位置することを特徴とする請求項１０に記載の復号化装置。
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